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パネル作成要領“ﾄﾖﾀ流・⾃⼯程完結“の考え⽅を導⼊した各社取組み事例

ボトムアップ型推進と成果の両⽴を目指して
【会社名】 林テレンプ株式会社

Ⅱ. アピールポイント
1. 後工程満足を主目的とするJKK

Ⅳ. 導⼊期〜建て直し期

Ⅰ. 活動の種類 【 1.運営事例】 【 2.テーマ事例】
段取り⼒向上 業務改廃
プロセス改善 再発防止

Ⅲ. 背景

・JKK活動は、唯一の全社改善活動
・従業員数 単独︓1,542名 ※2017年3月
毎年600〜700名がテーマ活動に参加

・事務局は品質保証部
(JKK・問題解決・SQCの総合推進部署）

TOPの理解と関⼼
事務局の充実による牽引⼒強化
活動の目的とゴール明確化と実⾏

活動の意義と嬉しさの体験
計画的な指導員育成

ほめる
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レ
レ

レ
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3つのツール活⽤をベースとし、管理職中⼼に事例作成と発表。
委員会での運営を中⼼とし、数人の“宣教師”が個別指導。
担当者中⼼に活動がシフト

問題 ︓ 事例をまとめて発表するだけの形骸化した活動に…2012年

JKK・問題解決・SQCの専任部署を新設
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2013年

気づかせる体験教育

1. ツール活⽤/標準化…ではなく、後工程満足を主目的とするJKKに

2. 成果目的の導⼊

3. 活動のKPI発⾒

“後⼯程ニーズ”の大事さを
⾃ら“気づかせる”ための

林テレ流カレー演習

2015年

活性化の為の支援

正しさや結果よりも、
“場の活性化”を重視した

テーマ支援の強化

気づきの全社共有会

聴講者は、“アンケート記⼊”
ではなく、⾃業務へ活かす

“気づき/学び”を記⼊

指導…ではなく教える…ではなく 発表会…ではなく

2013年〜
改訂

“後⼯程”意識が浸透し、部門間の連携など、活動の広がりが出てきた︕
…が、一⽅で課題も。

その他（ ）
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Ⅴ. 所感と今後の課題

Ⅳ. 建て直し期〜変⾰期(現在)

変
⾰
期

2. 成果目的の導⼊

チームの“振り返り会”を通じ、自己評価結果を収集/分析 (n=128チーム)

よく出てきた｢生の声｣︓モチベーションが上がらない、会合に人が集まらない…
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テーマ小さい

集まらない

やる気出ない

成果小さい悪循環

仮説︓テーマの重要度が上がれば、解決するのでは︖

2017年

成果面 ︓ 会社・組織の目標/⽅針達成に貢献するための、改善の場
プロセス面 ︓ 日常的に実践する風土づくりのための、実践訓練の場

建
て
直
し
期

2016年

どこに手を
打つか︖

■測定したKPIの活⽤、業務成果の測定
■テーマ活動を活かした日常化施策の強化

例）管理職の役割明確化（日常化KPIの達成は、管理職の役割と定義し、評価）

所感︓⾔葉と肌感覚でしか説明できなかった事を数値化でき、“常識”や“先⼊観”に対抗する術を持てた︕

JKK｢を｣やるのではなく、JKKの場｢を使って｣やるべき事をやってるだけ︕…との声が。 広げていきたい︕

3. 活動のKPI発⾒（仮説の実証と現状把握）

テーマの重要度

自
分
達
の
成
長

相関係数
r=0.59

大

小
高低

成果と⼈材育成は両⽴可能︕活動に特に影響を与える項目は２つ ※グラフ右上ほど影響度大

仮説を実証︕■『メンバーの⾃主性に任せた⽅が成⻑する』…は違う
■教育アンケートの“役⽴ち度”が高い社員は、日常化も進んでいる .etc

“成果”を促したことで、

その他結果

課
題

トヨタ⾃動⾞殿主催の
⾃主研鑽会の影響も受け、
“日常化”の現状把握も含めた
KPI評価を実施

トヨタ⾃動⾞殿主催の
⾃主研鑽会の影響も受け、
“日常化”の現状把握も含めた
KPI評価を実施

定番の⾔い訳
｢忙しい…｣
｢優先順位低い…｣

定番の言い訳
｢忙しい…｣
｢優先順位低い…｣

2018年


